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研究成果の概要 

 今年度は、表面弾性波デバイスを用いて、弾性波と磁性体の相互作用によって生じる新たな現象を探

索した。その結果、従来知られていた弾性波の非相反的な伝搬現象（一方向には伝搬しやすく、逆方向

にはしにくい）と異なり、非相反な回折現象を新たに発見した[1]。このような現象は光学では知られ

ていたが、弾性波や音波では未報告であり、新しい波動現象である。 

 表面弾性波の一種であるレイリー波は、表面の格子点が楕円運動をすることで角運動量を持つこと

が知られている。本研究では、ナノ磁性体で構成された一次元格子によってレイリー波を回折させたと

ころ、上方と下方に回折された波の強度に差があることを確認した。これは正と負の回折次数で異なる

振る舞いが現れたことを意味し、通常の回折では見られない弾性波の新しい回折現象である。 

 更に、この回折現象の起源も理論的に明らかにした。レイリー波と磁性体の間で角運動量が変換され

る際に、対称性の観点から非対称な回折が生じてよいことを見出した。また、磁気弾性結合に基づく散

乱断面積を微視的に計算した結果、両者の角運動量の相対角度によって散乱が非対称になることも明

らかにした。これらの成果は、磁性体を用いた新たな表面弾性波の制御手法を示しており、既存のデバ

イスの高機能化や、近年注目されている量子技術への応用にもつながる可能性を秘めている。 

 

[1] Y. Nii et al., Phys. Rev. Lett. 134, 027001 (2025) 
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